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STATISTIC STUDIES ON BACTERIA ISOLATED FROM 
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(Director: Prof. N. Kawamura)

  Hiroshi SHIMIZU and Masakatsu IKEDA 
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   The statistics and drug sensitivity tests of bacterial florae isolated from the urinary tract 
in 1983 and 1984 were reviewed. 

   Of the 2,222 strains isolated from outpatients, 593 (26.7%) were gram positive cocci, 21.4% 
were E. coli, 11.3% were Enterococcus, 10.4% were Proteus sp., 10.0% were P. aeruginosa, 5.6% 
were Alcaligenes sp., 4.2% were S. epidermidis and the rest were others. 

   Of the 507 strains isolated from hospitalized patients, 107 (33.5%) were gram positive 
cocci, 20.3% were Enterococcus, 16.2% were P. aeruginosa, 9.1% were E. coli, 7.7% were Entero-
bacter sp. 7.5% were S. epidermidis, 4.9% were Proteus sp., S. marcescence and the rest were others. 

   The percentage of E. coli, K. pneumoniae and S. epidermidis detected in the isolates from the 
outpatients and that of K. pneumoniae, Proteus sp. and S. epidermidis detected from the inpatients 
were lower than in previous reports. The percentage of P. aeruginosa and Enteococcus detected 
in the isolates from both groups of patients were higher than in previous reports. 

   The major isolates (9 species) from the outpatients were more susceptible to the anti-
microbial agents tested than those from the inpatients. The susceptibility of gentamicin, 
tetracycline and nalidixic acid to the major isolates was lower than in previous reports. 

   During the past 2 years, we have been routinely using on inpatients the so-called new 

generation cefem antibiotics to treat urinary tract infections. This might be why the 
number of isolates of Enterococcus has increased especially in the isolates from inpatients.

Key words: Bacteriuria. Disk sensitivity test

は じ め に

すでにわれわれは1976～1982年 の東海大学病院泌尿

器科 におけ る尿中分離細菌について,外 来 および入院

患者か らの分離頻度,デ ィス ク感受性につ いて,3報

に分けて報告 してきた1-3》.
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前報3)で のぺ た ように,こ の間薬剤 ディス クの変更が

何回かあ ったが,そ れほ ど大 きな変更ではなかったの

で,同 一薬剤について報告で きた.

しか し,い わゆる第3世 代 セフェムが市販 され るよ

うにな り,そ の種類 と使用量が増加 してきたため これ

までの薬剤感受性デ ィス クでは不十分 とな り,大 幅な

薬剤ディス クの変更が1983年 度に行 なわれた.

したが って,今 回の報告は以前に比べて,現 在,比

較的 よく使用 されている薬剤を中心 とした もの とな っ

ていると思われ る.

方法および材料

1983年1月 か ら1984年lz月 までの2年 間に,外 来 お

よび入院患者尿中か ら105コ1ml以 上検 出したすべ て

の細菌の うち,同 一人か ら検出 した菌種であ って,薬

剤感受性試験で同一の細菌 と思われ るものを除いた も

のを対象 とした.

同一菌かど うかの判定 は,デ ィス ク感受性試験の結

果がまった く同一か,一 つの薬剤で感受性が一段階 し

か差のない場合を同一菌 とみな した.

従来は検 出細菌をすべ て対象 としていたが,外 来患

者 と入院患者では検査 の頻度が異なることと,外 来 で

のカテーテル留置患者におけ る定期的 な細菌検査で,

まった く同一の結果 が続けて出 ることもあ り,ま た治

験薬を投与 した場 合には3,5日 後 には必ず細菌検査

を行な うため,同 一人か ら同一の細菌が検出され るこ

ともあるためである.な お真菌類に関 しては従来 どお
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りこの 集計 に は入 れ て い な い,

尿採 取 法 は 従来 どお り女 性 で は 導 尿,男 性 で は 中間

尿 を 原 則 と した.

これ らの細 菌 に つ い て1濃 度 デ ィス ク(昭 和)に よ

り,薬 剤 感 受性 を 調 べ 帯 と十 を感 性,+と 一 を耐 性 と

した.

薬 剤 デ ィス クはABPC(ampicillin),PIPC(pi-

peracillin),CEX(cephalexin),CEZ(cefazolin),

CMZ(cefinetazole),CTM(cefotiam),CPZ(cefo-

perazone),GM(gentamicin),TOB(tobra-

mycin),TC(tetracyline),FOM(fosfomycin),

NA(nalidixicacid)の ほ かMCIPC(cloxacillin),

PCG(benzylpenicillin),CP(chloramphenicol),

EM(erythromycin),CLDM(clindamycin),CL

(colistin)の18薬 剤 で あ るが,泌 尿器 科 領 域 で は ほ と

ん ど使 用 され な い こ とか らMCIPC,PCG,EM,

CLDMの4薬 剤 に つ い て の成 績 は 省 略 した.

成 績

1)細 菌 分 離 頻 度

1983,1984年 度 に は外 来 で1,145株,1,077株,入 院

の ほ うで320株,187株 が それ ぞれ 検 出 され た.

これ らはTable1に 示 した.主 要 菌 種 に つ い て図

示 した もの がFig.1,2で あ る,

外 来 で の 集 計 を見 て み る と,最 も多 い の は1983年 で

はE.coli20.4%0で,続 い てEnterococcus10.6%、P.

aeruginosag.4%,Tableに は示 して い な いがAlca・

Table1.Isolationrate(1983,1984).
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Year

(No.ofstrairre)

1983

(1,145)

1984

(1,077)

Total

(2,222)

0 20 40 so 80 goo%

Fig.1.Isolationrate(out-patients);
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Fig.2.Isolation(in-patients).

ligenessp.5.4%Corynebacteriumsp.5.0%S.epider-

midis生5%な ど と な る 。

1984で は や は りE.coli22.5%カ ミ最 も多 く,続 い

てEnterococcusl2.0%P.aeruginosa10.5%A群

Streptococcus4.6%K.pneumoniae,S.epidermidis,P.

rettgeriの4.0%と な る.

な おP.mirabilisの ほ か 従 来Indole陽 性Proteus

と い わ れ て い た も の をProteussp.と し て ま と め る と,

1983年 で69.7%,1984年 で11.0%と な り,そ れ ぞ れ

の 年 度 で 第3位 と な る.

入 院 の ほ うで は1983年 はEnterococcus19.6%P.

aeruginosa12.5%E.cloacae9.4%E.coli8.7%P.

maltophillia6.9%S.epidermidis5.9%S.marcescence

5.3%の 順 で1984年 に はP.aeyuginosa22.5%Entero-

coccus21.4%S.epidermidis10.2%E.coli9.6%K.

bneumoniae4.8%の 順 と な る,

Proteussp.を ま とめ る と1983年 では5,0%,1984年

で44.8%で お の お の8位,5位 の成 績 とな る.

1983年 で 目立 つ の は 外 来 でAlcaligenessp.5.4%O

Corynebacteriumsp.5.0%A群Streptococcus3.8%S.

aureus3.7%な どな じみ の薄 い 菌種 が 比 較酌 上 位 を 占

め て い る こ とで あ る.入 院 の ほ うで もE.cloacae9.4

P.maltophilliag.9%S.aureus4.4%K.pneumo-

nice4.i%と な り,外 来 と向様 に な じみ の 薄 い菌 種 が

比 較 的 上 位 を 占 め て い る.

1984年 で は,外 来 でAlcaligenesSp.5.9%A群

Streptococcus4.6%K.pneumoniae,P.rettgeri,S.

epidermidisが お の お の4.0%を 占め,入 院 で はS.e¢i-

dermidis10.2%が 目立 つ.

2)分 離 菌 の薬 剤 感 受性

外 来 お よび 入 院患 者 由来 細 菌 の薬 剤 感 受 性 率 を 菌 種

別,年 度 別に 示 した ものがFig.3～11で あ る.
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上 段 は 外来 か らの もの,下 段 は 入 院 か らの もの で,

そ れ ぞ れ平 均 感 受 性 率 を数 字 で 示 して あ る。

なおFig.12に は外 来 で の検 出 数 の比 較 的 多 か っ

たP.maltophillia,C.fieundiiの 薬 剤 感受 性 試 験 の 結

果 を示 した.

1)E.coli:ABPC,PIPC,CEZ,CP,NA,CL

は 入院 患 者 由来 菌 に 対 す る ほ うが外 来 の そ れ よ り感 受

性 率が 低 い が,ABPC,TC,FOM以 外 は 良好 な感

受性 で,外 来 で も入 院 で も良 好 な 成 績 を 示 し た の は

CEX,CEZ,CMZ,CPZ,GM,TOB,CLの7薬

剤 で あ る(Fig,3).

2)K.pneumoniae:ABPC,PIPC,CEZ,CP,

TC,CLで は入 院 患 者 由来 菌 は 外来 の も の よ り感 受

性 率 が 明 らか に 低 く,ABPC,FOMは この菌 種 に 対

して 無 効 と考 え られ る.PIPCで は 入 院患 者 か ら の

菌 に 対 して の感 受性 率が 悪 く,40.9%に 過 ぎない.外

来,入 院 と も に 良 好 な 成 績 を 示 し た の はCEX,

CMZ,CTM,CPZ,GM,TOBの5薬 剤 で あ る

(Fig.4).

3)E.cloacae:外 来,入 院 とも に良 好 な 成績 を示

した の はCI・ だけ で,外 来 だけ な らPIPC,CPZ,

TOBも 良 好 な成 績 で あ る.こ の菌 種 の場 合1984年 度

の検 出 菌 株数 がわ ず か3株 で ある た め,入 院 患者 由来

菌 の薬 剤 感 受性 率 は 信 頼性 に欠 け る が,一 応 比 較 の意

味 で示 した(Fig.5),

4)S.marcescerzce:外 来,入 院 と もに良 好 な成 績 を

示 した のはFOMし か な く,外 来 で はPIPC,CPZ,

GM,TOBも 優 れ た成 績 を 示 した.入 院 の ほ うで 良

い の はFOMのa4.o/,CPZの72.00%,PIPCの

60・0%ぐ らい しか なか った(Fig.6).

5)P.auruginosa:外 来,入 院 ともに 良 好 な成 績 を

示 した のはPIPC,CPZ,CLの3薬 剤 で ア ミノ配 糖

体 のGM,TOBは そ れ ぞ れ 入 院 で は61.0,65.8%と

外 来 に比 して 感 受性 率 が 大 き く低 下 し て い た(Fig.

7)。

6)S.aureus:外 来,入 院 と もに 良好 な成 績 を示 し

た の はCTM,CPZ,CP,TCの4薬 剤 で あ った.外

来 だ け な ら,CEZ,GM,TOB,FOMも まず まず の

成 績 とい え る(Fig.8).

7)S.epideymidis:外 来,入 院 と もに 良好 な 成 績 を

示 した の はABPC,CEX,CEZ,CTM,CPZ,CP

の6薬 剤 で あ る.外 来 だけ な らGM,TOBも 良 好 な

成 績 とい え る(Fig.9),

8)Enterococcus:外 来,入 院 と もに 良 好 な成 績 を 示

した のはABPC,FOMだ け で あ る(Fig.10).

9)lndole(一}一)Proteussp.:P.aulgaris,M.mor一

ganii,P.rettgeri,P.stuartii,P.alcalifaciensを 含む

もの で,以 前 は イ ン ドール陽 性 プ ロテ ウ ス と総 称 され

た もの で あ る.外 来,入 院 ともに 良 好 な 成績 を示 した

のはCMZ,CPZ,CP,NAで あ る.外 来 だけ な ら,

PIPC,CTM,GM,TOB,入 院 だ け な らTCも ま

ず まず の 成績 とい え る(Fig.11).

10)(;.freundii:外 来 だけ の成 績 で あ る が,良 好 な

成 績 を しめ た の はPIPC,GPZ,GM,TOB,CP,

TC,FOM,NA,CLの9薬 剤 で, .成績 が 悪 い の は

ABPC,CEX,CEZ,CMZで あ った(F三9.iz>.

11)P.maltophillia:こ れ も外 来 だ け の成 績 であ る

が,良 好 な も のは 特 に な く,比 較 的 良 い のはCPZ,

TOB,CP,TC,NA,CLで か ろ うじて60%以 上 の

感 受性 率 を示 した(Fig.12).

考 察

尿路分離細菌 についての報告は多数 あ り,施 設に よ

っては10年 以上にわた り報 告をだ してい るところもあ

るが,わ れわれ のこの報告 も第4報 とな り,通 算す る

と9年 にわたるものとな った.

1)細 菌分離 頻度

今回集計の方法を多少変更 した結果,検 出菌株数が

外来 では1,145,1,077株 と前報 とほぼ変わ りが な い

が,入 院のほ うでは320,187株 と減少 して いる.こ の

ことは同一患老での検査回数が多い ことにもよる と思

われ るが,疾 患に もよって くると思われ,必 ず しも菌

株数 の減少 した ことが従来 の集計方法が正 しくないと

い うこ とにはな らないと思 うが,今 回の集計方法がよ

り実情 に近い結果 であろ うとは考え られ る.

前 回の報告では球菌系が外来で30.9%,入 院で36.6

%で あ ったが,今 回の調査 では外来で26.7%,入 院で

33.5%で あった.(各 年度 では32.5,35.3%で ある・)

これは外来,入 院 ともに球菌系 の増加傾向が頭打ち

にな った可能性 もあ るが,即 断で きない,

松本 ら4)は1983～1984年 の九大 で集計を報告 してい

るが,球 菌系は外来で19.2%,入 院で23.1,25.5%す

なわ ち24.4%0で あった と報告 している.こ れはその前

の報告 に比 して外来 では球菌系が23.6%か ら減少 し,

入院では18,5～19.1%か ら増加 している,こ の報告に

比 してわれわれの施設 では球菌系が多 く,松 本 ら5)の

高知医大の成績(外 来 で28.1°o.入 院で33.8%)と ほ

とん ど差がない といえる.

分離頻度 の多い菌種をみてみ ると,外 来 ではやは り

E.coliが 最 も多 く2L4%を 占め,つ いでEnterococcus

lL3%,Proteussp.10.4%,Paeruginosa10.0%と

続 くがこれ までの報告 と比べ ると,E.coliは や は り
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Table2,Isolationrateofmajorspeciesfrom1976to1984.

E.coliK.脚o㎡a◎Ro魯 ●ロ●●PP.8鰐 腫pnm隔S・mMeec●n5S・egdeimideEnヒxoeoaua

OUTINOUTINOUTINOUTINOUTINOUTINOUTIN

1976

S37.512.01.11.110.812.07.316.31.36.27.19.610.914.]

1918

1979

S25.211.76.910.311.712.77.211.41.64.95.68.913.419.6

1980

1981

S24.17.27.06.59.48.85.111.11.23.68.911.49.216.8
1982

書983

S21.49.13.14.310.44.910.016.22.34.94.21.511.920.9
1984

OUT:奮romo虞 。図tbntl閥lfrornilト 閃顧ont

減 少 傾 向 に あ り,Enterococcusは10%前 後 で 変 わ ら な

い.

ち な みP'.1976年 のE.coliの 外 来 で の 比 率 は43.9

%,Enterococcusは9.3%で あ っ た.ま たProteussp.

も10%前 後 で 変 わ ら ず,P.aeruginosaは や や 増 加 し

10%に な っ た.

一 方
,従 来 グ ラ ム 陰 性 桿 菌 の 主 体 の 一 部 を な して い

たK.pneumoniaeは7%前 後 か4.7%へ と減 少 し て い

る.ま たS.epidermidisは こ れ ま で 増 加 傾 向 に あ っ た

が,今 回 は4.2%に 減 少 し て い る(Table2).

入 院 の ほ う で はE漉70606σ 螂 が20.3%で 最 も 多 く,

従 来 の 成 績 に 比 して 増 加 し て い る.こ れ に つ い で,

P.aeruginosaカ ミ16,2%,E.coli9.10,Enterobacter

sp.7.7%,S.epidermidis7.5%と 続 い て い る.

こ こ で 注 目す べ き は,P.aeruginosaが1984年Vこ は

22.5%と 最 も 多 数 検 出 さ れ て お り,Enterococcusは

21.4%と 第2位 で あ る.こ れ ま でP.aeruginosaは 減

少 傾 向 に あ った が,1984年 に 急 増 し て い る.

一 方
,K.pneumoniae,Prateus.は お の お の4.3%,

4.9%と 減 少 傾 向 が 続 い て い る.ま た,S.ψ 漉 搬 漉5

は7.5%と 前 回 に 比 し て 若 干 減 少 し て い る が,こ れ は

1983年 に5。9%と 少 な か っ た た め で あ る,

九 大 の 報 告 で は,外 来 でE.coli21.8%,P.cepacia

13.6%,F.nterococcus12.2%,Proteussp.10.6%,P.

aeruginosa8.3%と な っ て お り,E.coli,Enterococcus,

ProGeussp.P.aeruginosaの 占 め る 割 合 は わ れ わ れ の

成 績 と ほ と ん ど 差 が な い が,P.cepaciaの 占 め る 割 合

が わ れ わ れ の 成 績 と 大 き く異 な っ て い る.

入 院 の ほ うで は,九 大 の 成 績 を2年 分 ま と め る と,

1ヲπ!θγ06066μ514.4%,P.aeruginosa12.4%,P.cehacia

11.5%,Enterobacter9.6%,S.aureus8.1%と わ れ

わ れ の 成 績 よ りEnterococcusの 占 め る 割 合 が 小 さ く,

P.cepaciaが 多 い.ま たE.CO2は4.4%と わ れ わ れ の

成 績 よ りさ ら に 少 な い 比 率 を 示 し て い る.

S.marcescenceは わ れ われ の 施設 で も九大 で も多 く

な く;わ れ われ の施 設 で は 外 来 で2.3%,入 院 で4.9%

であ った.こ のほ か わ れ わ れ の成 績 で 目に つ く の は

P.aerugn・saを 除 くブ ドウ糖 非醸 酵 菌 が1983年 ま では

外 来,入 院 と もに 増 加 傾 向 に あ った のが,1984年 に は

外 来,入 院 お のお の9.8%,8.5%と 急 に減 少 して い る

こ とで あ る.

こ こで 大 き な差 が あ る の は,入 院 の ほ うでSnlero-

tiacter∫ρ.が1983年 に11.3%あ った の が1984年 には1.6

%に 減 少 して い る こ と と,1'.aeruginosaの1983年 に

12.5%が1984年 に22.5%に 増 加 して い る こ と,s.epi-

dermidisが1983年 の5.9%か ら1984年 の10.2%に 増 加

して い る こ とが あ げ ら れ る が,Enterobactersp.は 前

回 の報 告 で は6%前 後 で あ り,P.aeruginosaはll%

程 度 で あ った もの で あ り,S.epidermidisは 前 回 の報

告 か ら見 る と1983年 の成 績 だ け が 少 な い とい う結 果 に

な って い る,

1984年 に入 院 の ほ うでEnterobactersp.が 減 少 し,

P.aeruginosaが 増 加 して い る のが 明 らか で あ る が,

この 原 因 と して院 内感 染 の 可 能性 も否 定 で きない と思

わ れ る.

2)薬 剤 感受 性

E.coli外 来 の ほ うで は前 報3)と 差 が な く,入 院 の

ほ うでABPC,CP,TCの 感 受 性 率 上 昇 がみ られ,

NA,CLで 低下 がみ られ る.NAで は96.3か ら78・2

%に 低 下 して い る.

K.pneumoniae:外 来 の ほ うで は前 報3)と 差 が な く,

入 院 の ほ うでGMの 感 受 性 率 上 昇(77.6～95.5%),

CP,CLの 感受 性 率 低 下 が み られ る.

E.cloacae=入 院 の ほ うでCP(47.7～27.3%)の 感

受 性 率 の低 下 が み られ る ほか 大 きな 差 は な い.

s・7ηαア`8∬θπ06:外 来 の ほ うでGM,CP,TCの 感

受 性 率 上 昇 が,ABPC,NAで 低 下 が み られ た.入 院

のほ うで はCP,TCの 感 受性 率 上 昇 とGMで の低
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下 が み られ た 。

P.aeruginosa:入 院 の ほ うでGMで の 感 受性 率低

下(66.7～48.0%)が み られ る 以外 大 きな変 化 は なか

った.

S.e♪idermidis:外 来 で ほTC(93・ 接～77・7%>NA

(29.8～O%)の 感 受 性 率低 下 が み られ,入 院 の ほ う

で はGMTC,NA(34.9～O%)の 感 受性 率 低 下 が

み られ た.

Entefoseecus;外 来 で はTCの,入 院 の 臓 う で は

ABPC,CEZに 感 受 性 率 の低 下 が み ら れ た.Indole

陽 性Proteus=入 院 の ほ うでCP,TCの 感 受 性 率 上

昇,G瀬(97.2～56.3%)C£Z(蓋9.4～ §.3%)の 感

受 性 率低 下 が み られた.

これ らの成 績 を 九 大 の成 績 ρ と比 較 してみ る ど外 来

で は,E.`eliでABPC,CEZ,CMZ,GM,TOB,

C?,蟹A絃 わ れ わ れ の 成 績 と差 ぶ な く,C£X,TC

は や や わ れ わ れ の成 績 の ほ うが 良 く,PIPCで は九

大 の58%に 対 し91.460と 差 が 大 き か った.P.aertigi・

nosaで はABPC,CEX,C鶏Z,CMZに は 耐性 で あ

㌦GM,TOB垂 こ絃 絵醸 肩 葛感 受{生率 を 示 し,TC,

CP,NAで はわ れ わ れ の成績 の ほ う が 良 か った.

Ptroteussp.綜 われ わ れ の 施設 で濾 熱 δ◎董e緩 艦 蓉 の

み を 集 計 したに もか かわ らずABPCで ほ ぼ 同 じ感 受

性 率 を示 し,CEX,CEZで や や 感 受性 率が 悪 い 砥

か,GMZ,GM,TOB,CP,TC,NA,PIPCで は

わ れ われ の成 績 の 捻 う が 良 静 で あ った.」EntereseSSUS

で はABPC,CEX,CMZ,TCで ほ ほ ぼ 陶 じ成 績

で,GM,TOB,CPで はわ れ わ れ の成 績 の ほ うが 良

好 で あ った.

入 院 の ほ うで は,E.coliで はABPC,CPで わ れ

わ れ の施 設 の成 績 が 悪 く,TOBで は 良 か った が,

CEX,CEZ,CMZ,GM,TC,NAで は差 が なかo

た.

Enterobaactetsp.で はわ れ わ れ の成 績 は 鳳cloacae

に よる も ので あ るが,TO3,CP,NAで わ れ わ れ の

施 設 の成 績 の像 うが 良好 であ り,特 にNAで は 九大

の 玉8%に 鰐 し惣7%と 大 きな 差 が み られ た.

Proteussp.に 対 し て は われ わ れ の 成 績 がIndole

琵易牲 の ものだ け を 集 計 した た め か,ABPC,CEX,

CEZ,GM,TOBで は 感 受 性 率が 低 く出た が,CP,

TC,NAで 嫁 わ れ わ れ の感 受 姓 率 の 嫌 うが 良 か った、

p.aeruginosaで はGM,TOBで わ れ わ れ の 成 績

が 悪 く,CPりTCで 九 大 よ 参良 い成 綾 を 示 した.

S.marceseenceで はGM,GP,Ta,NAで40%以

上 の感 受性 率 を 示 し,九 大 で の成 績 がAMK(ami・

kacin)の58%を 除 き ほ とん ど感 受性 を 示 さな い の に

姥ぺわれわれ の施設 でほ まだ灘馨…化 が進 んでなも、ので

は と思わせ る成 績であウた・

以上前報お よび他施設の報告 と比較 して,分 離菌の

検 出頻魔,デ ィス ク感受性試験の結果を述ぺた,

今回は薬剤 デ ィス クがかな り変わ ったので,薬 剤感

受性試験の結果 については一部の薬剤だけを前報 と比

較 し,新 しく採用にな った ものは主 として同年代の報

告である九大の報告 と姥較 してみた.

前報では球菌の増加傾 向と第3世 代のセフ=ム との

関係を指摘 した,今 回 の報告 では前報に比 し球菌の減

少を見たが,そ の内容ttS.epidermidisの 減少であっ

て,Entereseceu5渉 増撫 していることか ら,新 しいセ

フェムの使用 と無関係ではないよ うに思われ る.今 後

の検討 を待ちたい.

結 語

1983年1月 か ら1984年12月 まで の 間 に,東 海 大学 病

綻 泌尿 器 科 を受 診 も し くは 入 暁 した 患 嚢 象 中か ら 鞭

i/ml以 上 検 出 些れ た細 菌 に つ い て検 討 した.今 回は

岡一 患 考 か らの 岡一 と思 わ れ る もの は除 外 した が,外

来 で2,222株,入 院 か ら507株 検 出 した.

外 来 で 嫁E.eeliが 最 も 多 く,2玉 。4%、 続 い て

Enterocoeeusl1.3%,Proteussp.io.4%,P.aeruginosa

10.0%,Alcaligenessp。5.6%,5㌦epidermidis4.2%,

K.Pneumoniae3.フ%の 瀬 で あ った.

入 院 で はEnteroceceus20.3%,P.aeruginosa16.2

%,E,coli9.1%,Enterobactersp.7。7%,S.epider.

midis7.5%,Proteussp.5.0%S.marcescence4.9%

の瀬 で あ った.

薬 剤 感 受 性 試 験 の結 果,前 報 と比 較 で き る薬 剤 は限

られ て い るが,外 来 の 轍 うで はそ れ ほ ど大 き な変 化は

な く,入 院 の ほ うで 主 要 な 菌 種 にGMの 感 受 性 率低

下 が見 られ た.ま た,NA,TCで も感受 挫 率 が鍾 下

した ものが 多 か った.新 し く採 用 され た薬 剤 に.ついて

ほ 億 蔽妥 当 と思 わ れ る成 績 を 残 した が,今 後 の鍵 移を

見 守 りた い.
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